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10
月
31
日
、
東
京
日

暮
里
ホ
テ
ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ

ド
に
お
い
て
、
北
は
北

海
道
か
ら
南
は
長
崎
か

ら
80
名
が
集
ま
り
、
建

交
労
鉄
道
本
部
・
Ｏ
Ｂ

全
国
交
流
の
つ
ど
い
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
部

鉄
路
を
守
ろ
う

全
国
交
流

主
催
者
挨
拶
全
国
鉄

道
本
部
相
木
伸
之
委
員

長
の
後
、
特
別
報
告
Ｊ

Ｒ
各
社
の
決
算
報
告
と

特
徴
三
浦
隆
雄
氏
。

鉄
路
を
守
る
運
動
の

交
流
で
は
、
北
の
鉄
路

存
続
を
求
め
る
会
、
小

室
正
範
氏
。
新
潟
県
の

取
り
組
み
、
冨
井
雅
男

氏
。
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
の
矛
盾
、
藤
森
孝
介

氏
。
安
全
、
鉄
路
の
存

続
住
民
無
視
の
Ｊ
Ｒ
の

現
状
を
提
起
し
ま
し
た
。

鉄
道
政
策
の
現
状
と

課
題
と
題
し
て
、
日
本

共
産
党
の
鉄
路
の
政
策

を
日
本
共
産
党
高
橋
ち

づ
子
衆
議
院
議
員
秘
書
、

永
野
保
司
氏
か
ら
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
二
部

交
流
の
つ
ど
い

来
賓
に
建
交
労
中
央

執
行
委
員
長
角
田
季
代

子
氏
。
日
本
共
産
党
衆

議
院
議
員
山
添
拓
氏
か

ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
。

歓
迎
の
挨
拶
と
乾
杯
を

井
上
敏
鉄
道
東
京
委
員

で
始
ま
り
ま
し
た
。

出
席
者
か
ら
近
況
報

告
進
行
は
、
石
川
英
一

鉄
道
東
京
副
委
員
長
。

北
海
道
全
動
労
勝
た
せ

る
会
、
加
藤

健
次

弁
護
士
元
全
動
労
弁
護

団
）
、
松
島
暁
弁
護
士

（
元
全
動
労
弁
護
団
）

か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

佐
藤
勝
麿
北
海
道
鉄
道

本
部
を
は
じ
め
と
し
11

名
の
方
か
ら
近
況
報
告

が
あ
り
、
閉
会
の
言
葉

団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
楽

し
い
会
は
終
わ
り
ま
し

た
。
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建
交
労
全
国
鉄
道
本
部
・
Ｏ
Ｂ
全
国
交
流
の
つ
ど
い

安
全
・
安
心
な
鉄
道
を
未
来
に
引
き
継
ご
う

お
知
ら
せ

「
過
労
死
に
つ
い
て
考
え
る
つ
ど
い
」

日

時

11
月
23
日

13
時
30
分

会

場

岩
手
県
民
会
館
だ
会
議
室

第
20
回

う
た
ご
え
の
夕
べ

日

時

12
月
６
日

18
時
～
20
時

会

場

お
で
っ
て
５
階

「
も
え
ぎ
」

会

費

３
５
０
０
円
（
組
合
補
助
あ
り
）

青
年
劇
場

「
あ
の
夏
の
絵
」

日

時

12
月
７
日

13
時
開
場

会

場

キ
ャ
ラ
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル

会

費

３
０
０
０
円
「
当
日
３
５
０
０
円
」

春

闘

１
月
４
日

県
春
闘
共
闘
年
次
総
会

新
春
旗
開
き

サ
ン
ビ
ル
７
階

１
月
６
日

新
春
宣
伝
行
動

盛
岡
駅
前

三
上
秀
光
氏
か
ら
本
の
紹
介

う
ご
め
く
欲
吸
い
上
げ
た
執
念
の
取
材

ト
ラ
ジ
ャ

Ｊ
Ｒ
『
革
マ
ル
』
30
年
の
、
労
組
の
終
焉

西
岡
研
介
（

署
）

東
洋
経
済
新
報
社

２
６
４
０
円

原
発
の
“
安
全
神
話
”

は
崩
壊

関
西
電
力
の
八
木
誠
会

長
や
岩
根
茂
樹
社
長
ら
役

員
20
人
が
、
高
浜
原
子
力

発
電
所
が
立
地
す
る
福
井

県
高
浜
町
の
元
助
役
、
森

山
栄
治
氏
（
今
年
3
月
死

去
）
か
ら
２
０
１
１
年
か

ら
18
年
ま
で
の
間
に
総
額

3.2
億
円
相
当
の
金
品
を
受

け
取
っ
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
会
社
へ

の
視
線
は
厳
し
く
、
い
よ

い
よ
原
発
消
滅
へ
の
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
が
始
ま
っ
た
。

「
も
う
原
子
力
は
終
わ
り

で
し
ょ
う
ね
」
。
大
手
電

力
会
社
関
係
者
は
肩
を
落

と
し
た
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
事
故
で
、
原
発

の
“
安
全
神
話
”
は
崩
壊

し
、
信
頼
は
地
に
落
ち
た
。

そ
ん
な
中
、
関
西
電
力

は
原
発
再
稼
働
に
ま
い
進

し
、
原
発
７
基
が
原
子
力

規
制
委
員
会
の
安
全
審
査

を
ク
リ
ア
し
、
う
ち
４
基

で
再
稼
働
を
果
た
し
た
が
、

再
び
原
発
へ
の
信
頼
を
裏

切
る
驚
愕
の
事
実
が
発
覚

し
た
の
で
あ
る
。

事
の
発
端
は
、
国
税
当

局
に
よ
る
税
務
調
査
。
判

明
後
、
社
内
調
査
委
員
会

を
設
置
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
調
査
委
の
設

置
を
取
締
役
会
に
報
告
す

ら
し
て
い
な
か
っ
た
。

関
電
に
は
ガ
バ
ナ
ン
ス

（
統
治
、
統
制
）
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
順

守
）
意
識
の
か
け
ら
も
な

か
っ
た
。

原
発
再
編
や

次
世
代
原
子
炉

の
開
発
も
頓
挫

今
回
の
不
祥
事
で
関
電

は
も
ち
ろ
ん
、
原
発
へ
の

信
用
は
完
全
に
失
墜
し
た
。

「
あ
ら
ゆ
る
原
子
力
政
策

を
前
に
進
め
ら
れ
る
か
も

し
れ
な
い
大
事
な
時
期
だ
っ

た
の
に
、
関
電
の
お
か
げ

で
全
て
パ
ア
」
（
エ
ネ
ル

ギ
ー
業
界
関
係
者
）
に
な
っ

た
。東

電
福
島
第
一
原
発
事

故
に
よ
っ
て
、
原
発
は
重

大
な
事
故
が
起
き
れ
ば
、

会
社
そ
の
も
の
が
吹
き
飛

ば
さ
れ
る
ほ
ど
の
リ
ス
ク

を
伴
う
事
業
だ
と
改
め
て

認
識
さ
れ
、
電
力
会
社
1

社
で
は
と
て
も
背
負
い
切

れ
な
い
と
分
か
っ
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
詳

し
い
橘
川
武
郎
・
東
京
理

科
大
学
大
学
院
教
授
は
、

「
関
電
を
軸
と
し
た
原
発

事
業
の
再
編
も
難
し
く
な

る
だ
ろ
う
」
と
語
る
。

資
源
の
乏
し
い
日
本
で
、

原
発
は
「
準
国
産
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
と
し
て
国
策
民
営

で
進
め
て
き
た
。
し
か
し
、

業
界
関
係
者
の
一
部
か
ら

は
国
策
民
営
を
転
換
し
、

“
国
有
化
”
の
案
ま
で
飛

び
出
し
て
い
る
。
そ
れ
ほ

ど
、
電
力
業
界
は
苦
境
に

立
た
さ
れ
て
い
る
と
い
え

そ
う
だ
。

「
第
５
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
（
エ
ネ
基
）
」

で
は
、
原
発
の
新
増
設
、

リ
プ
レ
ー
ス
は
明
記
さ
れ

て
い
な
い
。
原
発
を
巡
る

厳
し
い
世
論
を
考
慮
す
れ

ば
、
建
設
中
で
あ
る
大
間

原
発
、
東
電
の
東
通
原
発
、

中
国
電
力
の
島
根
原
発
３

号
機
が
運
転
で
き
な
く
な

る
可
能
性
も
小
さ
く
な
い
。

こ
の
ま
ま
だ
と
、
早
け

れ
ば
北
海
道
電
力
の
泊
原

発
３
号
機
が
運
転
期
限
を

迎
え
る
２
０
４
９
年
ま
で

に
、
日
本
か
ら
原
発
が
自

然
消
滅
す
る
。

森
山
氏
が
、
取
締
役
を

務
め
て
い
た
警
備
会
社

「
オ
ー
イ
ン
グ
」
と
、
そ

の
関
連
会
社
の
「
ア
イ
ビ
ッ

ク
ス
」
（
本
社
・
福
井
市
）

が
、
自
民
党
の
稲
田
朋
美

元
防
衛
相
に
献
金
し
て
い

た
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

原発ゼロ NO 103

いよいよ原発消滅への

カウントダウンが始まった

禁煙、肥満と同じくらい体に悪い『運動不足』
喫煙や肥満と同じくらい、健康に悪いとされる『運動

不足』。１００人に1人は運動不足が要因で命を落とし

ていると言われている。

中でも日本人は半数以上が運動不足と言われている為、

健康を保つ上では意識をして体を動かすことが必要とさ

れています。

思わず体を動かしたくなる『運動哲学』
冷え性は運動不足のサイン

手先、足元といった末端部分の血行が悪くなり、冷え

を感じる冷え性。改善する最も良い方法は、下半身の筋

肉を鍛えること。足の筋肉は第二の心臓と呼ばれるほど、

血液の循環に大きな役割を果たしています。また、筋肉

自体が熱を作り出すため、血流が良くなる+体が発生す

る熱量が増えるので、二重の効果で冷え性が改善される。

一日で半年分の筋肉を失う！？
体の筋肉は基本的に20歳をピークに、年1%の割合で減

少していくとされています。筋肉は動かさないと驚くほ

ど速いスピードで失われていき一日ベットの上で動かさ

ない生活をしただけで0.5%

（半年分）もの筋肉が失われるとされています。

筋肉を持続するためには、毎日の生活で筋肉を適当な

負荷をかけ続けることが大切です。

病気予防、脳の活性化予防

体を動かし筋肉を鍛えることで、体にとっては体温アッ

プにつながる＝免疫・自然治癒力向上。

脳にとっては、筋肉を動かすための指令が刺激となり、

脳の老化・認知症予防のへとつながる。

生活の中では、咄嗟の判断が早くなるため、転倒や車の

事故などの予防につながる。

骨折しにくい体をつくる!
子どもの骨折率が近年増加していますが、その大きな

要因も運動不足。運動により、骨に負担がかかることで、

カルシュウムが骨に呼び寄せられます。又、運動すると

血行が良くなり、骨を作る細胞の働きも活性化するため、

丈夫な骨が作られやすくなります。

つまり、運動は骨を作る素材となるカルシュームを呼

び寄せ、効率良く丈夫な骨を作ってくれることになりま

す。

有酸素運動＝脂肪を減らす
ジョギング・ウォーキング等、比較的低い負担で長時

間続けられる運動。

体を動かすエネルギー源として「糖」と「脂肪」が消

費されるため、肥満予防・改善の時などに勧められる。

無酸素運動＝筋肉を鍛える
腕立て伏せなどの筋肉トレーニングのように、息を止

めて短時間に強い力を発揮する運動。

「糖」だけをエネルギ減として消費するため、体脂肪

の減少にはつながらない。

人間が健康に生きて行く為に123

国
鉄
の
分
割
・
民
営
化
か
ら
32
年
経
ち
ま
し
た
。
本
州
３
社
は
黒
字
、
北
海

道
、
四
国
、
九
州
は
赤
字
と
い
う
格
差
を
も
た
ら
し
た
分
割
と
、
国
鉄
事
業
を

利
益
優
先
で
市
場
ま
か
せ
に
す
る
民
営
化
は
、
国
民
交
通
権
を
脅
か
し
、
地
域

経
済
に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

全
国
各
地
に
広
が
る
大
規
模
な
鉄
道
路
線
の
廃
止
、
駅
の
無
人
化
や
列
車
の

削
減
、
後
を
絶
た
な
い
事
故
や
イ
ン
シ
デ
ン
ト
、
整
備
新
幹
線
・
平
行
在
来
線

の
問
題
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
建
設
な
ど
の
問
題
は
、
安
全
・
安
心
な
国
鉄
輸
送
を

未
来
に
引
き
継
ぎ
、
大
都
市
と
地
方
の
格
差
拡
大
に
歯
止
め
を
か
け
る
う
え
で

も
重
大
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

国
民
の
交
通
権
を
確
保
し
、
安
全
・
安
心
な
鉄
道
輸
送
の
再
建
に
向
け
て
、

鉄
道
本
部
と
組
合
員
と
Ｏ
Ｂ
一
同
に
会
し
て
鉄
道
の
未
来
を
語
り
合
う
「
交
流

の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

北海道

永野保司氏

建交労角田

季代子委員長

相木伸之

委員長
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国
交
省
前
に
、
建
交
労
・

自
交
総
連
の
組
合
員
が

全
国
か
ら
集
結
。

主
催
者
挨
拶
・
連
帯
挨

拶
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

後
、
全
国
で
集
め
た
請

願
署
を
１
人
ひ
と
り
国

交
省
の
職
員
に
手
渡
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
交

運
共
闘
厚
生
省
前
行
動

と
し
て
、
請
願
署
名
を

行
い
、
鉄
道
は
衆
議
院

会
館
に
移
動
し
ま
し
た
。

鉄
道
本
部
、

安

全
問

題
な
ど
国

交
省
鉄
道
局
交
渉

厳
し
い
経
営
環
境
と

称
し
た
不
採
算
線
の
廃

止
、
駅
の
無
人
化
な
ど
、

国
民
の
交
通
権
が
お
び

や
か
す
状
況
が
ひ
ろ
が
っ

て
い
る
。

自
然
災
害
に
よ
る
鉄

道
路
線
が
、
長
期
間
運

休
に
よ
り
被
災
地
住
民

の
生
活
と
地
域
経
済
に

深
刻
な
影
響
を
も
た
ら

し
て
い
る
。

「
国
鉄
分
割
・
民
営

化
」
に
よ
り
、
安
全
・

安
心
よ
り
利
益
を
優
先

し
て
い
る
経
営
姿
勢
、

法
令
遵
守
欠
如
あ
る
。

鉄
道
輸
送
は
、
国
内

物
流
輸
送
と
地
域
に
お

け
る
生
活
交
通
と
し
て

大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
鉄
道
輸
送
の

安
全
・
安
心
確
保
に
向

け
て
要
請
し
ま
し
た
。

一

Ｊ
Ｒ
新
潟
駅
２
番

線
、
改
良
工
事
に
よ
り

通
路
幅
が
狭
く
乗
客
の

転
落
事
故
が
発
生
し
て

い
る
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に

た
い
し
、
速
急
な
安
全

対
策
を
講
じ
る
よ
う
に

指
導
す
る
こ
と
。

二
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
安

全
投
資
が
安
定
・
継
続

し
て
実
行
で
き
る
よ
う
、

国
で
責
任
を
も
っ
て
不

足
分
を
補
填
す
る
こ
と
。

法
改
正
も
含
め
て
無
財

源
確
保
が
出
来
る
措
置

を
講
じ
る
こ
と
。

三
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
鉄
道

路
線
は
、
物
流
の
大
動

脈
と
し
て
北
海
道
経
済

を
支
え
て
い
る
。
鉄
道

路
線
の
維
持
拡
大
を
は

か
り
、
生
活
物
流
を
確

保
す
る
こ
と
。
北
海
道

新
幹
線
高
速
化
に
伴
う

「
青
函
共
用
走
行
」
で

は
、
貨
物
輸
送
力
低
下

に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と

を
考
慮
し
て
検
討
す
る

こ
と
。

四
、
大
規
模
災
害
時
に

お
け
る
大
会
輸
送
や
迂

回
運
行
の
確
保
。
Ｊ
Ｒ

貨
物
と
旅
客
会
社
と
の

ダ
イ
ヤ
調
整
問
題
の
解

消
、
線
路
使
用
料
の
見

直
し
。

五
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
計
画
に
お
い
て
、
沿

線
各
地
の
説
明
会
で
は
、

住
民
な
ど
か
ら
不
安
や

懸
念
の
声
が
あ
が
り
協

議
が
紛
糾
し
て
い
る
が
、

Ｊ
Ｒ
東
海
は
建
設
工
事

を
進
め
て
い
る
。
３
兆

円
の
国
の
財
政
投
資
を

受
け
る
な
ど
公
共
工
事

の
性
格
を
有
し
て
い
る
。

沿
線
住
民
の
理
解
が
得

ら
れ
る
ま
で
工
事
を
中

止
す
る
よ
う
指
導
す
る

こ
と
。

国
交
省
は
、
Ｊ
Ｒ
は

民
間
で
あ
る
と
し
、
Ｊ

Ｒ
に
介
入
を
避
け
る
回

答
が
多
く
、
国
と
し
て

安
全
・
安
心
の
公
共
交

通
と
し
て
の
指
導
を
回

避
す
る
答
弁
が
多
か
っ

た
。
３
兆
円
の
国
の
財

政
投
資
は
、
ロ
ー
カ
ル

線
廃
止
の
解
消
に
な
る

国
民
の
交
通
権
に
使
用

す
る
と
を
強
く
求
め
た
。
。

国
交
省
鉄
道
交
渉
後
、

国
会
請
願
デ
モ
、
最
賃

ア
ク
シ
ョ
ン
意
思
統
一

集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

改
憲
阻
止
、暮
ら
し
優
先
の
政
治
に
中
央
行
動

鉄
道
本
部
は
11
月
14

日
、
年
末
一
時
金
要
求

の
第
３
回
目
の
団
体
交

渉
を
行
い
ま
し
た
。

貨
物
会
社
は
本
日
、

２
０
１
９
年
年
末
一
時

金
回
答
に
つ
い
て
、
９

月
か
ら
10
月
に
か
け
て

接
近
・
上
陸
し
た
台
風

に
よ
り
大
き
な
輸
送
障

害
が
発
生
し
、
大
幅
な

減
収
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
と
し
て
、
超
低
額
回

答
を
行
い
ま
し
た
。

【
回

答
】

１
．
支
払
月
数

基
準
内
賃
金
の

１
．

８
１
箇
月
分
。
1.6
箇
月

分
と
併
せ
て
災
害
対
応

に
伴
う
こ
れ
ま
で
の
社

員
の
皆
さ
ん
の
労
苦
に

報
い
、
下
期
に
お
け
る

一
層
の
奮
起
を
期
待
し

て
０
・
21
箇
月
分
を
支

給２
．
支
払
日

12
月
６
日
（
金
）

以
降
準
備
出
来
し
だ
い

支
給
す
る
。

「

一
時
金
は
生
計

費
で
あ
る
」

組
合
は
、
こ
れ
ま
で

の
交
渉
で
「
一
時
金
は

毎
月
の
赤
字
を
補
填
す

る
重
要
な
年
間
生
計
費
」

で
あ
る
こ
と
を
主
張
し

申
し
入
れ
て
き
た
。

４
月
か
ら
実
施
さ
れ

た
人
事
制
度
改
正
で
は
、

家
族
手
当
が
基
準
外
賃

金
と
な
っ
た
こ
と
で
、

子
育
て
世
代
を
中
心
に

一
時
金
は
実
質
減
額
と

な
る
。

新
人
事
制
度
は
、
昇

級
が
基
準
額
に
達
す
る

と
６
割
し
か
賃
金
が
上

が
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

や
る
気
を
な
く
す
制
度

で
あ
り
、
若
年
退
職
に

さ
ら
に
拍
車
が
か
か
る

こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
人
事
制

度
で
社
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
低
下
す
る
中

で
、
一
時
金
に
対
す
る

期
待
は
大
き
い
。

災
害
時
こ
そ
社
員
の

努
力
や
頑
張
り
が
必
要

で
あ
り
、
下
期
の
お
け

る
収
入
確
保
に
は
社
員

の
協
力
に
が
大
き
い
。
。

社
員
達
は
日
夜
安
全
・

安
定
輸
送
を
現
場
か
ら

支
え
て
い
る
。
我
々
は

社
員
の
奮
闘
を
踏
み
に

じ
る
こ
の
よ
う
な
低
額

回
答
を
受
け
入
れ
な
い
。

社
員
の
日
頃
の
努
力

や
頑
張
り
に
報
い
、
さ

ら
に
社
員
の
士
気
を
高

め
る
た
め
に
も
、
再
検

討
し
て
再
開
と
を
求
め

る
と
、
強
く
申
し
入
れ

ま
し
た
。

会
社
は
、
「
厳
し
い

会
社
の
現
状
を
理
解
し

て
頂
き
た
い
」
と
、
あ

く
ま
で
最
終
回
答
で
あ

る
固
執
し
た
。

10
月
26
日
サ
ン
セ
ー

ル
盛
岡
に
お
い
て
、
盛

岡
地
域
労
連
第
31
回
の

定
期
大
会
が
行
わ
れ
、

引
き
続
き
盛
岡
地
域
労

連
結
成
30
年
記
念
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
に
歴
代
議
長

３
名
を
含
む
40
名
の
参

加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

菖
蒲
沢
議
長
が
結
成

30
周
年
の
歴
史
に
触
れ

な
が
ら
挨
拶
。
い
わ
て

労
連
金
野
議
長
の
来
賓

あ
い
さ
つ
の
後
に
、
初

代
澤
田
議
長
の
乾
杯
の

音
頭
で
和
や
か
な
会
食

と
な
り
ま
し
た
。

テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー
チ

で
は
歴
代
の
議
長
の
挨

拶
、
各
界
か
ら
の
代
表

者
か
ら
盛
岡
労
連
に
、

激
励
と
今
後
の
活
躍
の

期
待
が
多
く
出
さ
れ
ま

し
た
。
最
後
に
参
加
者

全
員
で
肩
を
組
み
、
ガ

ン
バ
ロ
ー
の
歌
を
歌
い

解
散
し
ま
し
た
。

安
全
を
支
え
て
い
る
の
は
現
場
の
プ
ロ
職
社
員
達
で
あ
る
、

年
末
一
時
金
は
満
額
（
３
・
７
）
回
答
で
応
え
る
べ
き
で
あ
る
。

労働者の切実な要求にはほど遠い「超低額回答１．８１箇月」

ＪＲ貨物・２０１９年 年末一時金回答

11
月
７
日
、
全
労
連
・
春
闘
共
闘
大
運
動
委
員
会
が
、
国
会
や
各
省
庁

周
辺
で
取
り
組
ん
だ
秋
季
年
末
闘
争
中
央
行
動
。

建
交
労
は
、
安
倍
９
条
改
憲
阻
止
!
米
軍
機
爆
買
い
Ｎ
Ｏ
！
賃
上
げ
、

雇
用
拡
大
で
暮
ら
し
と
経
済
を
守
ろ
う
！
を
求
め
て
中
央
行
動
を
行
い
、

全
国
か
ら
２
２
１
名
以
上
の
参
加
者
で
終
日
行
動
し
ま
し
た
。

井
の
中
の
蛙
つ
ぶ
や
く
独
り
言

四

オ
リ
パ
ラ
で
政
治
を
陰
に
押
し
や
っ
て

メ
デ
ィ
ア
浮
か
れ
て
民
騙
さ
れ
る

東
電
の
え
ら
い
三
人
皆
無
罪

万
余
の
犠
牲

責
任
は
ど
こ
に

裁
判
官

忖
度
ひ
ど
い
情
け
な
い

民
の
心
は
気
に
も
し
な
い
で

ト
ラ
ン
プ
の
選
挙
の
た
め
の
農
産
物

輸
入
増
や
す
は
ど
こ
の
首
相
か

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
使
い
こ
な
せ
ぬ
お
年
寄
り

消
費
税
上
げ
最
大
の
被
害
者

関
電
の
首
脳
部
賄
賂
二
十
人

三
億
二
千
受
け
取
り
隠
す

偉
い
人
の
腐
っ
た
心
情
け
な
い

世
も
末
だ
と
は
こ
う
い
う
こ
と
か

盛
岡
地
域
労
連

結
成
30
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

九
州
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

２
０
１
９

一
人
親
方
の
賠
償
責
任
も
認
定

九
州
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
1
陣
訴
訟
の
高
裁
判
決
（
山
之
内
紀
行
裁
判
長
）

が
11
月
11
日
に
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
11
月
7
日
の
地
裁
判
決
で
は
、
国
を
断
罪
し
た
も
の
の
企

業
責
任
・
一
人
親
方
へ
の
賠
償
を
認
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
判
決

は
そ
れ
を
覆
し
ど
ち
ら
も
認
め
ま
し
た
。

こ
れ
で
、
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
で
は
国
に
11
連
勝
で
す
。
も
は
や

国
に
規
制
放
置
の
責
任
が
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
高
裁
判

決
に
本
判
決
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
国
の
賠
償
責
任
に
「
一
人
親
方
」

が
含
ま
れ
る
こ
と
や
建
材
メ
ー
カ
ー
も
損
害
賠
償
を
免
れ
な
い
こ
と
は
確

実
と
な
り
ま
し
た
。

国交省鉄道局に請願

国会請願デモ

菖蒲沢議長

最賃アクション


